
平成29年度『エコなアイディア大募集！』
省エネアイディア部門

橋本敦子さん

《最優秀賞》

直喜節子さん 志奈禮子さん

結果
発表

《優秀賞》

一般の部

「紙ヘラ」で家庭排水の汚染を減らし

下水処理の省エネにつなげ

水環境保全に役立てよう
私は、空き箱などを一辺３～５センチの直角を含んだ扇形に
切ったものを「紙ヘラ」と名づけ、その「紙ヘラ」で調理後の
鍋や食事後の食器の汚れを取り除いてから洗浄することを
日々実践しています。
例えばカレーライスや油炒めの後片付けのとき、鍋やフラ
イパン、食事後の食器についた残渣を「紙ヘラ」でこすり
とってから、洗浄すれば、それらの残渣による油分を含んだ
排水が下水に流れることが軽減されます。また、そうするこ
とで、使用する洗剤が少なくなり、たっぷりの洗剤を含んだ
排水も減り、さらに、洗剤の使用量が減れば、洗浄に使う水
道水の量も少なくなります。
　日常生活の中では、調味料やお菓子、ラップ類やティッ
シュボックスなど、たくさんの空き箱や厚紙が廃棄されてい
ます。それらの厚紙をただ捨てるのではなく、空き箱が出た
ときに、「捨てる前にもう一度だけ」の精神で、短時間で簡
単に作れる「紙ヘラ」を作り、ストックしておき、使用しましょ
う。
ひとりでも多くのみなさまが、「紙ヘラ」を作り、使い、このこ
とを実行されれば、家庭排水の汚染がより軽減し、下水処
理作業における、電力や薬品・水使用を減らすことができ、
省エネにつながると考えます。また各家庭での水道水の使
用量の軽減は、夏の水不足などにもいい効果を及ぼすこと
も考えられます。それらは、金沢の水環境保全への一助に
なるのではないかと考えます。
　友禅流し、兼六園や辰巳用水、海の幸や近江町市場な
ど、水をイメージさせる観光資源の多い金沢が、将来、「水
のきれいな都市、金沢」といわれることになるでしょう。

「歩くことが私の省エネ」

現在私は出かける時は歩いてい

ます。でも遠い所へ行く時は、

100円の「のっティ」バスを利用し

ています。時折、知り合いが乗っ

ていて楽しい会話。金沢市にも旅

行者や市民に便利な「ふらっとバ

ス」や「まちバス」等があります。

歩くことは、全身運動になり空気

も汚さず省エネ。自転車も最適で

しょう。健康第一が私の省エネ。

「大切に着た、キルトのコートを捨てる

前にもう一度何かにと考え、鍋の保温

カバーにしてガスの節約をしている」

蓋つきの鍋の一番大きなものに合わせ

て、コートの胴回りから下を切り円形に縫

い、コートの背の部分から底になる丸みを

切り、縫い合わせたら縁の部分に紐を通

すように折り返しを付ける。フードはたた

んでそのまま蓋にする。寒い日のおでん

や煮物を味つけたくらいから「お鍋ちゃ

ん」に入れておくと、夕方までにふっくら煮

上る。周りに発泡スチロールを入れて、鍋

を気泡暖衝材で巻くとさらに効果がある。



平成29年度『エコなアイディア大募集！』
省エネアイディア部門

鉄田悠太さん

《最優秀賞》

新明端季さん 荻野莉音さん

結果
発表

《優秀賞》

小学生以下の部

「開けたら閉まるスライドドア」

部屋のねつや、空気がもれていかない

のでとってもエコ。横の水入りペットボ

トルが重りになり閉まる仕組みです。

冬になるととっても寒い部屋の戸をあ

けっぱなしだと寒いなと僕は考えてこ

の作品をつくりました。

「グリーンカーテン」

夏休みになったら、庭のアサガオや

フウセンカズラが花を咲かせたり、

たねをつけたりする。そのつるが、

家のテラスにかけてあるネットにま

きついて、どんどんのびていき、グ

リーンカーテンになる。カーテンを

しめないから、せん風機を回さなく

ても外からの風ですずしくなる。

「ポンプ型のようきの

出しすぎをふせぐ」

輪ゴムを３こ用意して、くだにまい

ておしたら、出しすぎない。

すると、せっけんのせつやくにな

る。そして、水もあまりつかわなく

なる。

電気を使わずに自動で

閉まるドアのしくみは、

すばらしいアイディアだね！



平成29年度『エコなアイディア大募集！』
ごみを減らそう部門

須崎秀人さん

《最優秀賞》

西出美保さん 長島真佐子さん

《優秀賞》

結果
発表

一般の部

「家庭ゴミ有料化に向けたゴミ減量 

 緑ある省ごみ省エネ生活プロジェクト」

コンポスト。以前から関心はあったものの、

においなどリスクが先だってやっていませ

んでした。ここへ、来年から始まる家庭ごみ

有料化。決意！・・・省エネになるグリーン

カーテンもしよう、きゅうりなら食べられる。

小さな循環の輪ができると思いました。ご

みは大幅に軽くなり、においが変わりまし

た。スイカの皮が大量に出ると不良消化を

起こすので、少し干してゴミに出すなど、生

ごみゼロはなかなか難しい

ですが、家庭のごみの流れ

に習慣の変化を生みだす

ことができたと感じます。

「リユースの笹の葉で

 　　　　ワンスモア押し寿司」

市販の笹で包んだ押お寿司を食

べた後、その笹の葉を捨てずにも

う一度再利用します。

水にひたしてから洗うと、きれい

になるので、フリーザーバックに

入れて冷凍庫で保管。手作りの押

し寿司を作る際に解凍した笹の

葉にすし飯・具を包んで『おもし』

をのせておくと・・・・自家製ながら

本格的なお寿司のできあがり！

お祭りの時などに盛り上がります。

「みかんの皮でポカピカ」

ふだんは捨ててしまうみかんの

皮ですが水切りネットに入れてお

風呂に浮かべると入浴剤になっ

て体がポカポカ。また、水で煮だ

した液をスプレー容器に入れてオ

レンジオイル洗剤として使用する

と、家の中がピカピカになります。



平成29年度『エコなアイディア大募集！』
ごみを減らそう部門

山下璃緒さん

《最優秀賞》

伐分千歩さん 木沢柚那さん

《優秀賞》

結果
発表

小学生以下の部

「買いすぎずおかいもの」
安いからと言って、買いすぎをし

ないで、使うものだけをえらぶ。の

こっても、さいごまで、しょくざい

を、くふうして、使いきり、食べの

こしもせずに、食べる。

「ゴミをへらすため

  えんぴつを長くつかう。」

えんぴつが短くなったら、それぞれ

のえんぴつの長さに合うキャップを

使って、えんぴつを長持ちさせてご

みをへらす。

「おさがりからのおさがり」

女の子からその子のいとこにネッ

クレスやくつ下、Tシャツなどをつ

ぎつぎにわたしていき、ごみをへ

らす。

こうすれば、ごみが減るし、

食品ロスも少なくなるね。


